



































































































































4辞明開吋 有業者総数番号 少な がないか どに備 増やしらら て いから
和6昭2 
10万円未満 1. 17 27 8 。 5 4 2 。 3 590 
10 -199万円 2. 80 219 96 9 105 58 13 5 39 4019 
20 -299万円 3. 63 274 177 25 222 91 27 9 66 7348 
年度 30 -499万円 4. 24 149 151 41 283 99 29 10 62 11149 
50万円以上 5. 2 17 30 28 71 27 13 2 23 7798 
和昭
10万円未満 6. 15 30 10 l 9 6 1 1 2 803 
10 -199万円 7 76 223 121 12 116 60 8 14 34 5612 
57 20 -299万円 8. 41 218 180 27 214 82 15 17 47 8548 
年度 30 -499万円 9. 12 76 106 42 177 63 13 11 36 10195 
50万円以上 10 。 7 11 18 24 10 4 l 8 4582 
和5昭4 
10万円未満 1. 24 48 21 2 27 7 1 3 6 1276 
10 -199万円 12 87 285 171 22 247 66 14 23 45 8308 
20 -299万円 13 30 162 150 36 289 62 13 20 46 9644 





10万円未満 1 50 100 25 4 59 15 7 13 20 2094 
10 -199万円 2 76 175 72 8 215 89 29 32 89 5585 
20 -299万円 3 15 42 24 5 112 48 13 21 50 3160 
30 -499万円 4 2 5 6 1 39 13 7 6 15 1803 
50万円以上 5 。。 1 1 5 。 2 。 2 478 
和昭
10万円未満 6 53 112 29 3 73 13 5 17 18 2617 
10 -199万円 7 61 120 69 7 194 80 26 40 76 5844 
年5度7 
20 -299万円 8 7 10 16 3 53 23 8 12 26 2368 
30 -499万円 9. 。 1 3 2 13 6 2 2 4 1075 
50万円以上 10 。。。。 2 。。。。 234 
和5年度昭4 
10万円未満 11 55 138 35 3 120 23 7 29 25 3535 
10 -199万円 12 45 93 57 8 196 60 22 38 74 5407 
20 -299万円 13. 3 7 5 2 37 11 3 7 12 1607 
30 -499万円 14 1 。 1 1 8 1 1 2 2 584 
50万円以上 15. 。。。。 1 。。。。 95 
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表3a.男性転職希望率(年200日以上・週35時間以上就業者) :単位 % 
転 職 希 望 σ〉 理 由
所得階級








10万円未満 1 2.88 4， 58 1.36 0.00 0， 85 0， 68 0.34 0.00 O. 51 
10 -199万円 2 1. 99 5.45 2.39 0.22 2.61 1.44 O. 32 O. 12 0.97 
20 -299万円 3 0 86 3: 73 2 41 0_ 34 3_ 02 L 24 0_ 37 O. 12 0.90 
30 -499万円 40.221.341.350.372.540.890.260.090.561 
50万円以上 50_030_220_380_360_910_350_170.030.29 
昭和5年度7 
10万円未満 6 1.87 a74 1.25 Q12 1.12 ~75 ~12 ~12 ~25 
10 -199万円 7 1. 35 3.97 2.16 0.21 2.07 1. 07 0.14 0.25 0.61 
20 -299万円 8 0_ 48 2_ 55 2_ 11 0_ 32 2 50 0_ 96 0_ 18 0.20 O. 55 
30 -499万円 9 0_ 12 0_ 75 L 04 0_ 41 L 74 0_ 62 0_ 13 0_ 11 0.35 
50万円以上 10 0.00 0.15 0.24 0.39 0.52 0.22 0.09 0.02 O. 17 
和5年度昭4 
10万円未満 111883761650162120550080240。47 
10 -199万円 121.053.432.060.262.970.790.170.280.54 
20 -299万円 13 0 31 L 68 L 56 0_ 37 3 00 0_ 64 0 13 0_ 21 0_ 48 
30 -499万円 14 0_ 08 0_ 40 0_ 65 0_ 61 L 61 0_ 45 0_ 08 0_ 07 0_ 29 
50万円以上 15 0 04 0 08 0 24 0 48 0 60 0 16 0 04 0_ 04 0_ 08 
表3b.女性転職希望率(年200日以上・週35時間以上就業者) :単位 % 
転 職 希 望 σ) 理 由
所得階級






10万円未満 1 2.39 4. 78 1. 19 O. 19 2.82 O. 72 0.33 0.62 0.96 
10 -199万円 2 1. 36 3. 13 1.29 O. 14 3. 85 1.59 0.52 O. 57 1.59 I 
20 -299万円 3 0.47 1.33 O. 76 0.16 3.54 1.52 0.41 0.66 1，58 
年度 30 -499万円 4 O. 11 0.28 O. 33 0.06 2. 16 O. 72 0.39 O. 33 0.83 I 
50万円以上 5 _ 0.00 O. 00 0.21 O. 21 1.05 0.00 0.42 0.00 0.42 
和5昭7 
10万円未満 6 2.03 4.28 1. 11 0.11 2. 79 0.69 O. 19 O. 65 0.69 
10 -199万円 7 1.04 2.05 1.18 0.12 3.32 1.37 0.44 0.68 1.30 
20 -299万円 8 0.30 0.42 0.68 O. 13 2. 24 O. 97 0.34 0.51 L 10 
年度 30 -499万円 9 0.00 0.09 0.28 0.19 1.21 0.56 0.19 0.19 0.37 
50万円以上 10 0.00 O. 00 0.00 O. 00 0.85 0.00 0.00 0.00 O. 00 
和昭
10万円未満 11 1.56 3.90 0.99 0.08 3. 39 0.65 0.20 O. 82 O. 71 
10 -199万円 12 0.83 1. 72 1.05 O. 15 3.62 1. 11 0.41 0.'70 1. 37 
54 20 -299万円 13 O. 19 0.44 0.31 O. 12 2.30 O. 68 O. 19 0.44 0_ 75 
年度 30 -:-49万円 140.170.000.170.17 1.370.170.170.34034 
50万円以上 15 O. 00 0.00 0.00 0.00 _ 1.05 0.00 O. 00 0.00 0.00 I 
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表4a.男性主成分の構造係数
項目番号 第l主成分第2主成分第3主成分第4主成分第5主成分第6主成分第7主成分第8主成分第9主成分 h 
0.68 -0.67 0.22 o 07 0.17 -0.04 -0 01 0.01 o 04 0.96 
0.92 -0.32 o 16 o 12 0.06 -0.00 0.03 -0.00 -0.06 o 98
o 96 0.23 0.09 0.02 -0.05 0.00 0.09 -0.05 0.02 o 98
4 -0.63 0.67 -0.29 0.21 0.14 -0.02 o 05 o 02 0.00 o 93
0.71 0.67 0.02 -0.17 0.13 -0.08 -0.06 0.02 0.01 0.93 
0.92 0.18 -0.21 0.20 -0.16 -0.08 -0.06 0.02 0.01 0.93 
0.72 -0.19 -0.65 -0.18 -0.10 -0.02 0.06 0.04 -0.00 0.96 
0.54 0: 50 0.67 -005 -004 0.03 o 03 0.05 0.00 o 99
9 o 91 0.20 -0.31 o 05 0.05 0.16 -0 05 -0.00 0.01 o 97
国有f直 5 62 L 86 L 17 o 17 0.10 0.04 0.03 0.01 0.01 8 65 
寄与率 62% 21% 13% 2% 1% 。% 0% 。% 。% 96% 
(注)hは、項目(変量)ごとの第 1-3主成分の分散和をあらわす
表4b.女性主成分の構造係数
項目番号 第l主成分第2主成分第3主成分第4主成分第5主成分第6主成分第7主成分第8主成分第9主成分 h 
o 76 -0.59 -0.24 0.11 -0.04 -0.00 0.06 o 02 0.03 0.98 
o 78 -0.59 -0. 18 0.10 -0.02 o 06 0.01 -0.04 -0.03 o 98
o 97 -0.18 -0.04 0.08 -0.04 -0.11 -0.09 004 -001 o 97
o 42 0.44 -0.77 -0.19 -0.05 0.02 -0.02 -0.00 o 00 o 96
0.96 -0.01 o 24 -0 07 0.07 0.11 -0.08 -0.02 0.02 0.97 
0.87 0.32 0.31 -0.05 -0.21 -0.03 0.03 -0.06 0.01 0.95 
0.73 0.58 -0.11 0.32 0.14 -0.03 0.02 -0.03 0.00 0.88 
0.91 -0.15 0.11 -0.31 0.16 -0.07 0.04 -0.01 -0.01 0.87 
9 o 90 o 38 0.19 001 -0.04 0.06 o 05 o 09 -0.01 0.99 
固有値 6 13 L 53 0.90 o 27 o 10 0.04 o 02 o 02 。 8 55 











捨て去った部分は全体の 4%(男性)， 5 % (女性)であって， もとの 9次元デー











1，一時的についた仕事だから o 95 -0 06 O~ 19 
2収入が少ないから o 75 O~ 25 o 41 
3将来性がないから O~ 28 O~ 62 O~ 55 
4，定年などに備えて -0 95 O~ 04 -O~ 10 
5，時間的肉体的に負担が大 -o~ 22 O~ 78 O~ 48 
6，知識や技能を生かしたい o 18 o 38 o 76 
7余暇を増やしたいから o 21 -0 24 o 95 
8，家事の都合から 011 0~99 -016 







O~ 16 L 00 
0~14 0~19 1.00 
表5b.女性因子ノfターン
項 目 第I因子第I因子第I因子
1一時的についた仕事だから o 95 O~ 16 o 20 
2収入が少ないから o 95 o 19 o 15 
3，将来性がないから O~ 71 o 63 O~ 09 
4，定年などに備えて O~ 01 O~ 24 o 89 
5，時間的肉体的に負担が大 O~ 53 0~83 -0~17 
6知識や技能を生かしたい O~ 20 O~ 97 -O~ 19 
7，余暇を増やしたいから -o~ 02 o 83 o 27 
8，家事の都合から o 64 o 67 -0 07 



























B 10万円未満 1 2 27 -2 15 0_ 73 B 10万円未満 1 L90 -0_64 L 67 
和 10 -19ゆ万円 2 0_ 53 -0_10 l_ 91 手口 10 -199万円 2 o 37 L 5 -0_19 
62 20 -29官万円 3 -070 o 01 2 23 62 20 -299万円 3 -0_ 59 168 -0 47 
年 30 -49ゆ万円 4 -102 -025 L 09 年 30 -499万円 4 -0_ 91 o 56 -107 
度 50万円以上 5 -0_54 -L23 -0_10 度 50万円以上 5 -122 -0 89 2 23 
日百 10万円未満 6 159 -0 28 -0_ 97 昭 10万円未満 6 L 93 -0.72 o 27
和 10 -199万円 7 0_ 69 L19 -0.37 手口 10 -199万円 7 o 20 L27 -0.53 
57 20 -299万円 8 -0.39 0.98 0.14 57 20 -299万円 8 -0.68 0.72 -0.31 
年 30 -499万円 9 -0.78 -0.01 -0.22 年 30 -499万円 9 -0.84 -0.73 L 14 
度 50万円以上 10. -0 40 -L 13 -0 78 度 50万円以上 10 -0 40 -L 40 -L 32 
日百 10万円未満 11 L 30 L 10 -l_ 38 日百 10万円未満 11 L 68 -0_ 27 -0_ 57 
平日 10 -199万円 12 o 15 L 62 -0.46 平日 10 -199万円 12. 0_ 04 L17 -021 
54 20 -299万円 13 o 76 L22 -0_34 54 20 -299万円 13 -0.53 0.02 -0.30 
年 30 -499万円 14 L 35 -0.19 -0.31 年 30 -499万円 14 -0 58 -0_ 96 L 04 


























表5a (因子ノfターン)および、図 2a (因子得点のグラフ)によって，各因
子が示す意味を概観する。
(1) 第 I因子
11.一時的についた仕事だから (0.95) J を主体として， 「2.収入が少












i 8.家事の都合から (0.99) J i 5 .時間的・肉体的に負担が大きいから
(0. 78) J i 3 .将来性がないから (0.62)J に負荷している因子で，自分や自分
を取り巻く環境状況と仕事のミスマッチを意識している特定の所得階級が存在
することを示す因子とみられる。












昭和54年は 204万円， 57年は 243万円 62年は 269万円である。一方，因子得
点グラフをこの因子における所得の確率密度分布とみなして，この分布の50%







r 7.余暇を増やしたいから (0.95) J r 6 .知識や技能を生かしたいから




















































である (0.04今cos87.50 )。この因子空間において問題は項目 3，5， 8から成
るクラスターで，これは男性の第I因子に対応するものであるが，女性の場合




この因子は男性の第 I因子と同じく 11.一時的についた仕事だから (0.95)J 
と 12.収入が少ないから (0.95)Jを主体とした因子であるが，男性の場合
と違う点は 13.将来性がないから (0.71) J 15.時間的・肉体的に負担が大









を増やしたいから (0.83)J 15.時間的・肉体的に負担が大きいから (0.83)J，







昭和54，57年度は 100万円台の層であったのが， 62年度では 200万円台の層に












































図4a.男性 クラスター分析 (Ward法)による樹形図 (Factor Pattern) 
第I因子第I因子第I因子
1.一時的についた仕事だから o 95 -0 06 0 19 
、2.収入が少ないから 0_ 75 0_25 0_41 
7.余暇を増やしたいから 0.21 -0.24 0.95 
6.知識や技能を生かしたい 0.18 0.38 0.76 
9.その他 0.13 0.33 0.83 
3.将来性がないから 0.28 




0.62 0_ 55 
O. 78 0.48 




しない。項目 3の因子負荷量は第凹因子 (0.55) より第I因子 (0.62)の方が
高いにもかかわらずである。このような現象が起こる原因として考えられるこ
とは，①融合過程の問題としては，いわゆる融合空間の拡散によってクラスター







ら (1967)のβ係数によって濃縮の度合いを一層強めた場合には，項目[5 ， 
8 ]との融合の時期がさらに早くはなるが，項目 3がまず項目[6， 9 ]と最
初に融合することには変わりはない。結局， クラスター分析の観点からは項目
3は距離的に項目[5， 8 ]よりも項目[6， 9 ]に近いことが明白である。
②そこで，主成分分析における項目 3の因子負荷量の妥当性をみるため，あ
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よる融合過程では，このクラスターは先ず [1，2J (第 I因子)のクラスター
と融合するが， [6，7，9J (第I因子)とは一番最後にならないと融合しな
い結果となっている。
図4b，女性 クラスター分析 (Ward法)による樹形図 (Factor Pattern) 
第I因子第H因子第I因子
1.一時的についた仕事だから o 95 0_16 0_20 
2.収入が少ないから o 95 0_ 19 0_ 15 
3.将来性がないから o 71 0_63 0_09 
5.時間的肉体的に負担が大 o 53 0，83 -0，17 
8.家事の都合から o 64 0_ 67 -0_ 07 
6.知識や技能を生かしたい 0_20 0_ 97 -0_19 
o 19 0_98 -005 
7.余暇を増やしたいから -0 02 o 83 0_27 
4.定年などに備えて o 01 0_24 o 89
最長距離法または最短距離法を適用すると，いずれもクラスター[3，5，8J
は先ず[6， 9 Jと融合し，続いて[1， 2 Jと融合する過程をたどり，これら
の方法による融合空間の密度が因子構造と整合性をもっていることがわかる。
なお， β係数を用いて拡散濃縮の制御をおこなった結果は， βく-0，10の場合
はWard法と概ね同じ結果， -0，10<β く-0_07ではクラスター [3，5，8J
は先ず[1， 2 Jと融合した後[6， 9 Jと融合する。 β値が-0.07より大きく
-101 (101)-





一方、因子構造の側から検討 第I因子第I因子第I因子第IV因子 h 
するために，第4主成分を加え 1，一時的についた仕事だから o 98 0_ 18 0_ 09 0_ 01 0_ 99 
2収入が少ないから 097022005-0_010_99 
て， 4因子の Varimax解を求 3，将来性がないから 0_ 75 0_ 62 0_ 16 0_ 06 0_ 98 
5，時間的肉体的に負担が大 0_ 53 0_ 83 0_ 03 -0_ 09 0_ 98 
めた結果を表8bに示す。項目 8，家事の都合から 0_ 61 0_ 67 0_ 12 -0.33 0_ 97 
6，知識や技能を生かしたい 0_ 22 0_ 95 0_ 10 -0，00 0_ 95 
7が第II.第IV因子に負荷量を 9，その他 0_ 23 0_ 94 0_ 22 0_ 09 0_ 99 
7，余暇を増やしたいから 0.10 O. 74 0，45 0.46 0，98 
増し，第I因子から離れるきざ 4，定年などに備えて 0_ 10 0_ 17 0_ 98 0_ 02 L 00 
因子分散 3-23 3_ 98 L 26 0_ 35 8_ 82 
しをみせているのが特徴であ 寄与率 36% 1.1% il6 4% 98% 
る。これはクラスター分析にお
(注)hは、項目ごとの因子分散和をあらわす
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